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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抽斗が多段状に配設された家具であって、
　施錠装置の施錠ブロック部（１２）が特定の抽斗（２０）の前面部（２２）に設けられ
ており、施錠操作によって弾性部材（１８）の付勢力に抗しつつ左右の何れか一方向に移
動することで施錠用の係止部材（４４）を作動させる左右移動材（１６）を有し、
　各抽斗の前面部の左側面又は右側面（２２Ａ）に対面する筐体の左右の内面側であって
、前記一方向の側の筐体内面（１０Ａ）側には、抽斗前面部の側面を付勢する弾力性サイ
ド部品（５０）を設けている
　ことを特徴とする家具。
【請求項２】
　前記筐体の左右内面の内の前記弾力性サイド部品を設ける側とは反対側には、夫々、前
記弾力性サイド部品をその弾力性に抗して完全に押し付けた際の厚さと同じ厚さＴを有す
る定厚サイド部品を設けており、各抽斗前面部の左右側面と、該左右側面の対面する筐体
左右内面との左右の各隙間を同じ値に振り分けた場合のその隙間寸法をΔとすれば、０．
８５・Δ≦Ｔ＜Δの関係になるように、両種類のサイド部品は前記隙間寸法Δに近い厚さ
Ｔを有している請求項１記載の家具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、多段状に抽斗を有する家具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワゴンやキャビネットには施錠装置を設けることが一般的である。最近、意匠上の観点
等から、筐体の框幅を細く形成したキャビネット等の家具が販売されている。こうした狭
い幅の框には施錠ブロック部を設けることは不可能である。こうしたことのため、それを
抽斗に設けることが行われる。抽斗に施錠ブロック部の設けられた家具の例が下記特許文
献１に開示されている。
【特許文献１】特開平５－２１４８６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　施錠装置の施錠ブロック部に鍵を挿入して施錠操作をして施錠用の係止部材を作動させ
た際に、施錠ブロック部は該施錠装置の機構に組み込まれているコイルバネ等の弾性部材
の付勢力反力を受ける。従って、施錠ブロック部を特定抽斗に設けた場合は、この特定抽
斗自体が前記の弾性部材の反力を受ける。従って、特定抽斗がその反力方向に押される。
このため他の抽斗とは抽斗の側面ラインが揃わなくなることがあり、美観上好ましくない
。
　そこで本発明は、多段状の抽斗が精度良く上下方向に整列する構造の家具を提供する。
更には、筐体の框と抽斗の左右の隙間をできるだけ同じにできる家具を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の発明では、抽斗が多段状に配設された家具であって、施錠装置の施錠ブロック部
が特定の抽斗の前面部に設けられており、施錠操作によって弾性部材の付勢力に抗しつつ
左右の何れか一方向に移動することで施錠用の係止部材を作動させる左右移動材を有し、
各抽斗の前面部の左側面又は右側面に対面する筐体の左右の内面側であって、前記一方向
の側の筐体内面側には、抽斗前面部の側面を付勢する弾力性サイド部品を設けていること
を特徴とする家具を提供する。
【０００５】
　第２の発明では、第１の発明の筐体の左右内面の内の前記弾力性サイド部品を設ける側
とは反対側には、夫々、前記弾力性サイド部品をその弾力性に抗して完全に押し付けた際
の厚さと同じ厚さＴを有する定厚サイド部品を設けており、各抽斗前面部の左右側面と、
該左右側面の対面する筐体左右内面との左右の各隙間を同じ値に振り分けた場合のその隙
間寸法をΔとすれば、０．８５・Δ≦Ｔ＜Δの関係になるように、両種類のサイド部品は
前記隙間寸法Δに近い厚さＴを有しているよう構成する。好ましくは、０．９・Δ≦Ｔ＜
Δである。
【発明の効果】
【０００６】
　第１の発明では、施錠装置の施錠ブロック部が特定の抽斗の前面部に設けられており、
施錠操作によって左右移動材を弾性部材の付勢力に抗しつつ左右何れか一方向に移動させ
て係止部材を作動させるため、この特定抽斗は前記一方向とは逆方向に付勢される。この
ため、付勢力を受けない他の抽斗とは抽斗前面部の側面ラインが揃わない。これを防止す
るため、該他の抽斗の前面部に対面する筐体の左右内面側であって、前記一方向の側の筐
体内面側に弾力性サイド部品を設ける。開錠状態では前記特定抽斗は弾性部材の付勢力を
受けることはなく、もし、該特定抽斗の前記一方向の側の筐体内面側に弾力性サイド部品
を装着していなければ、該特定抽斗が該一方向の側に偏ることがある。これを防止するた
め、この特定抽斗の前面部側面と対面する前記一方向の側の筐体内面側にも他の抽斗に対
応するものと同じ弾力性サイド部品を装着させる。
【０００７】
　第２の発明では、第１の発明のように抽斗前面部の側面ラインが揃うのみならず、各抽
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斗左右と筐体框部との間の隙間を可及的に同じに設定することが可能となる。即ち、所定
の押圧条件の弾力性サイド部品も定厚サイド部品も同じ厚さであり、この厚さＴを各抽斗
左右と筐体框部との間の設定隙間Δの９０％程度（８５％以上１００％未満）に設定する
ことにより、左右の実隙間の差を小さくできる（殆ど同じ値にすることができる）。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は本発明に係る家具の例としてのワゴン型の３段キャビネットの正面図である。各
抽斗２０，４０，６０は、その収納状態において常時前方に押し出す付勢力が作用する構
造となっている。その具体例として、図２には最上段の抽斗２０の後部に装着した付勢機
構を模式的に図示しているが、他の抽斗も同様である。抽斗後部側面の外側或いは内側に
固定したケース７０に対して進退棒７２を前後方向に貫通させている。この進退棒に固定
された鍔部７３とケース端面との間にコイルスプリング７６が配設されている。進退棒７
２の後端部にはゴム製端部部材７４が設けられており、抽斗２０を収納した際に、部材７
４が筐体１０の後部内面等に当接、押圧することで、進退棒７２が矢印方向（前方向）に
移動し、コイルスプリング７６が圧縮される。この付勢力によって抽斗２０を押し出す力
が作用する。他の抽斗も同様である。
【０００９】
　図４は引手によるラッチ部品の係脱機構（ラッチ機構）の斜視図であり、図６は図１の
矢視線Ｆ－Ｆによる拡大断面図であり、一部簡略化している。各抽斗には図４や図６に示
すラッチ部品３４をラッチ掛具３６に係脱させるための引手２４が設けられており、この
実施例ではプッシュ式の引手を採用している。抽斗２０の前部の縦断面図を図３に示す。
前面部２２の前面板には適宜な位置に開口２２Ｋを設けており、この開口に嵌っている引
手２４を指で押す。そうすると、図３に示すように引手２４は蝶番の軸２６を枢軸として
後方から支持しているコイルスプリング等のばね部材３１の付勢力に抗しつつ回動して後
方に傾斜する。ばね部材３１と引手の間には介在部材２８が介在している。この介在部材
の下方部に、該介在部材が固定装着されている水平軸３０が水平状態で、その中心軸線３
０Ｊ回りに回転可能に軸受されている。従って引手２４を押すことによって水平軸３０が
矢印方向に回転し、該水平軸の端部が概ね下方に向かってＬ字状に折れ曲がった軸端部３
０Ｅが、前記中心軸線３０Ｊを中心として矢印の方向に回動する。
【００１０】
　図４を参照すると、前記水平軸３０とラッチ部品３４との間には、その中心軸線３２Ｊ
を中心として回転可能に軸受された上下方向軸３２が介在しており、その上端部はラッチ
部品３４に固定されている。この上下方向軸の下端部は水平方向にＬ字状に折れ曲がった
軸端部３２Ｅに形成されている。従って、前記軸端部３０Ｅの中心軸線３０Ｊを中心とし
た回動によって、この軸端部３２Ｅが中心軸線３２Ｊを中心として、矢印の方向に回動す
る。その結果、ラッチ部品３４は矢印の方向に回動し、ラッチ掛具３６との係合が外れる
。また、上下方向軸かラッチ部品には、図示を省略しているばね部材によって、常時、ラ
ッチ掛具に係合する方向（図４のラッチ部品の矢印とは逆の方向）の付勢力が作用してい
る。
【００１１】
　図５は施錠装置の施錠ブロック部１２近くの拡大正面図であり、施錠ブロック部１２は
この例では最上段の抽斗２０に設けられているが、他の抽斗４０，６０に設けられていて
もよい。施錠ブロック部１２の後部には、鍵の施錠又は開錠操作によって施錠ブロックの
中心回りに回動するピン軸部１４が設けられている。また、このピン軸部が係合する凹部
１６Ｋを有する左右移動材としての左右移動板部材１６が左右方向にのみ移動可能に配設
されている。図５に示す矢印は施錠操作時の方向であり、鍵を施錠操作すると前記ピン軸
部１４が左右移動板部材１６を右方向に押しつつ矢印方向（時計回り方向）に回動移動す
る。その移動結果位置を１４’で示している。即ち、左右移動板部材はその分だけ右に移
動する。
【００１２】
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　図６を参照すると、筐体１０の内側であって、抽斗側板との間の空間に、中心軸線４０
Ｊを中心として回転可能であって、上下方向に延伸した鍵棒４０が配設されている。この
鍵棒と共に回転するようレバー４２が設けられており、開錠状態における左右移動板部材
１６の端部（図６の右側）近くにレバー端部が位置している。また、係止部材として、図
６に示す形状のＬ字形の鍵板４４が鍵棒と共に回動するように鍵棒に対して固定されてい
る。
【００１３】
　施錠操作によって前記左右移動板部材１６が図６の右方向に駆動させる場合、コイルス
プリング１８の付勢力に抗してレバー４２の端部を右方向に移動させる。即ち、レバー４
２は中心軸線４０Ｊの回りに回動する。従って、鍵棒４０が回転し、これと共に鍵板４４
が回動する。施錠を行うと、鍵板４４は２点鎖線４４’で示す位置に来る。この位置の鍵
板は、ラッチ掛具３６に係合しているラッチ部品３４の図６における左側を押さえる状態
に係止する。これによって、施錠状態の場合、引手２４を押そうとしても、ラッチ部品３
４がラッチ掛具３６から外れない。従って、仮に鍵板の係止がこのラッチ部品に対してで
はなく、抽斗側部の凸部に係止する構造の場合、この凸部と鍵板とに存在し得る隙間分、
図２に示す付勢機構の作用によって抽斗が前方に押し出され、これによって、ラッチ部品
がラッチ掛具との係合状態に復帰できない事態が生じ得るが、本実施例構造ではこれを防
止できる。
【００１４】
　開錠操作をすれば、左右移動板部材１６が左方向に移動するため、ばね１８の付勢力の
作用によって鍵板４４は図６の実線で示す開放位置に復帰する。また、鍵棒４０は２段目
の抽斗４０と３段目の抽斗６０の側面部にまで至っており、夫々の抽斗に設けたラッチ部
品３４の高さ部分の鍵棒に同様の鍵板４４が固定されている。
【００１５】
　施錠時の左右移動板部材による力や、鍵板４４がラッチ部品３４に係止した場合に受け
る力、或いは、この係止状態（施錠状態）において（誤って）引手２４を操作しようとす
る力等の力に起因する曲げ作用をする力を鍵棒４０は受ける。従って、この鍵棒の曲がり
（撓み）を防止するため、鍵棒受け３７を、夫々の抽斗に対応する各鍵板の固定位置（ラ
ッチ部品の高さ位置）の鍵棒を取り囲むように夫々配設している。この鍵棒受け３７は樹
脂の射出成形品としてラッチ掛具３６と一体に形成している。この一体部品３８の平面視
概略形状は、ラッチ掛具３６の部分が略三角形状であり、鍵棒受け３７の部分が略矩形状
である。装着手法は、筐体１０の前部構造と関係があるため、まず筐体前部構造を説明す
る。
【００１６】
　この例での筐体１０の前部構造は、図６に平面視を図示しているように、筐体の側板を
前端部で内方に向かって折り曲げた第１折曲部１０Ａを有し、この第１折曲部を左右方向
内側に向かって（図６では左方向に）折り曲げて第２折曲部１０Ｂを有し、この第２折曲
部を後方に向かって筐体側板と平行になるよう折り曲げた第３折曲部１０Ｃを有し、更に
、この第３折曲部を筐体の側板外方向に向けて折り曲げた、幅（折り曲げ方向長さ）の狭
い第４折曲部１０Ｄを有している。この筐体側板には、少なくとも前部では、別部品であ
る補強用フレーム部材等を溶接等で一体化させてはいない。そのため、前記一体部品３８
を筐体１０に保持固定させるには前記の各折曲部を利用している。
【００１７】
　前記第３折曲部１０Ｃには適宜な位置と大きさの貫通孔を形成しており、ここに、ラッ
チ掛具３６における、筐体側板に向かう面に設けた係合凸部３６Ｋを挿入係止させる。一
方、第４折曲部１０Ｄの端面と筐体側板との間隙に鍵棒受け３７の前側部を挿入して間隙
を埋め、鍵棒受け３７の筐体側板側の面が筐体側板内面に当接している。これにより、一
体部品３８が筐体１０に対して固定されると共に、鍵棒４０の撓みが防止される。従って
、鍵板４４によるラッチ部品への係止が信頼性高く可能となる。また、ラッチ掛具３６と
鍵棒受け３７とを一体にしたため、部品点数が減少し、コスト低減に寄与する。
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【００１８】
　上記図６の説明から判るが、筐体１０の框の幅は筐体の側板とその折り返し部である第
１折曲部１０Ａとを併せた程度の厚さ寸法であり、この例では２．５ｍｍという細さであ
る。従って、施錠装置の施錠ブロック部１２をこの框部に設けることは実質的に不可能で
ある。このため、この例では最上段の抽斗２０に設けているが、第１の発明に関しては、
施錠ブロック部は框部に設けていてもよい。また、この框と抽斗の前面部の左右側面（２
２Ａ等）との成す隙間は、左右の各隙間を同じ値に振り分けた場合のその設定隙間をΔと
すれば、Δ＝１．５ｍｍとしている。３個の抽斗の上下方向の整列状態、即ち、抽斗前面
部の側面ラインができるだけ揃うようにしたい。また、左右の現実の隙間をできるだけ同
じにしたい。このために、この実施形態例では、各抽斗に対応する右側框部の内側面には
、図７に示す弾力性サイド部品５０を装着させ、左側框部の内側面には、図示しない定厚
サイド部品を装着させる。
【００１９】
　上記したように、右側に弾力性サイド部品を設けるのは、この例では、施錠時に既述の
左右移動板部材１６が右方向に駆動されるからである。即ち、コイルスプリング１８の付
勢力に抗しつつ駆動されるため、抽斗２０はその反力としてこの左右移動板部材１６を介
して左方向に押される。然しながら、他の抽斗４０，６０には施錠ブロック部１２と左右
移動板部材１６は設けられていないため、こうした反力を受けることがない。このため、
最上段の抽斗２０のみが左側に偏位することになり、抽斗前面部の側面ラインが揃わない
。これを防止するために、２段目と３段目の各抽斗も左方向に付勢されるようにしたい。
このため、２段目と３段目の各抽斗の前面部右側面に対面する筐体内面、即ち、框部の内
側面（第１折曲部１０Ａの抽斗側の面）に弾力性サイド部品５０を装着させる。この弾力
性サイド部品によって各抽斗は左方向に付勢されている。
【００２０】
　しかし、開錠状態では、抽斗２０にはコイルスプリング１８による左方向への付勢力は
作用しない。このため、他の抽斗４０，６０にのみ左方向への付勢力を作用させる構造で
は、やはり、抽斗前面部の側面ラインが揃わない。そこで、施錠ブロック部を設けている
抽斗２０に対しても他の抽斗４０，６０と同じ作用をする同じ弾力性サイド部品５０を、
抽斗２０の前面部２２の右側面２２Ａに対面する筐体内面に設ける。
【００２１】
　これでいつも抽斗前面部の側面ラインが揃う。しかし、これだけでは、抽斗の左側の隙
間と右側の隙間の各大きさは異なってしまい、右側隙間が大きくなる。そこで、定厚サイ
ド部品を、弾力性サイド部品に対応する左側框部の内側面に装着させる。以下、これらの
サイド部品につき、図７を参照しつつ説明する。また、これらの両種類のサイド部品は抽
斗前面部の側面が当接しつつ擦ることを前提としており、抽斗の傷つき防止等の観点から
樹脂製としている。
【００２２】
　図７（ａ）に示すように、平面視が矩形状を成しており、中央の立壁部５２の右側部５
８は図６に示すように第２折曲部１０Ｂに設けたスリット状の貫通孔１０ＢＫを通して内
部側に挿入させる部位である。その幅方向中央部であって、厚さ方向に弾力性のある爪部
６０によって貫通孔１０ＢＫから前方への抜け止めを果たす。また、この爪部前端面と前
記立壁部５２とによって第２折曲部１０Ｂを挟持すると共に、この右側部５８の後端縁部
（図７の右端縁部）は筐体側面の内壁面に当接しており、これらが部品５０の装着固定の
作用を成す。
【００２３】
　部品５０の図７の左側部は、その幅方向中央部の厚さ方向に弾力性のある爪部５６と、
これを挟む位置に定厚部５４が形成されている。また、この定厚部も爪部も、その前側部
分（図７の左側部分）５４Ｔ，５６Ｔは板厚が前端から後方に漸増する傾斜状に形成され
ている。定厚部５４の板厚Ｔはこの例では、１．４ｍｍであり、力の作用していない状態
での爪部５６の上面までの高さＴＭは、この例では２ｍｍである。爪部５６を弾力性に抗
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して所定以上の力で押せば、この部品５０の図７の左側部としての厚さは定厚部板厚Ｔと
なる。
【００２４】
　図示しない定厚サイド部品は、図７（ｂ）の爪部５６（と５６Ｔ）の無い部品であり、
（ａ）では、爪部５６を区画形成しているコ字状の切り込み貫通穴が無く、爪部に相当す
る領域は定厚部５４と同じにできている。従って、その厚さは前記の板厚Ｔと同じである
。定厚サイド部品の右側部は図７のものと同じである。従って、普段、各抽斗２０，４０
，６０は左側に付勢されているため、定厚サイド部品に当接している。即ち、筐体との抽
斗左側隙間は定厚サイド部品の厚さＴ＝１．４ｍｍである。一方、右側隙間は、既述の通
り左右の設定隙間Δは１．５ｍｍであるため、１．５ｍｍ×２－１．４ｍｍ＝１．６ｍｍ
である。０．８５・Δ≦Ｔ＜Δの関係になるほど両種類のサイド部品は前記設定隙間Δに
近い厚さＴを有しており、少なくともこの厚さＴ分の隙間を確保でき、設定隙間Δに近い
値の隙間となる。従って、左右の隙間の相違は小さくなる。
【００２５】
　弾力性サイド部品は図７の形態に限られず、板厚方向の厚さ寸法を弾力的に変化させる
構造が種々考えられる。例えば、図７の立壁部５２の左側部において、定厚部５４の下面
側の側面視を、その中央部が上方に位置する弓形状にし、爪部５６の存在を不要とした樹
脂部品としてもよい。
【００２６】
　図６に示す機構では、左右移動板部材１６は施錠時に右方向に駆動される構造であるが
、家具の左側にラッチ機構や鍵棒や鍵板を配設して、左右移動板部材を左方向に駆動させ
る構造としてもよい。この場合は、左側に弾力性サイド部品を装着させ、右側に定厚サイ
ド部品を装着させる。
【００２７】
　また、ラッチ部品３４を作動させるラッチ機構や施錠装置の具体的構造は、本実施形態
例のものに限定されない。図２に示すような抽斗に装着した付勢機構が無く、また、係止
部材としての鍵板４４の係止相手がラッチ部品３４ではなく、抽斗側面に設ける凸部であ
ってもよく、鍵棒４０は、回転する構造ではなく上下に移動するものでもよい。但し、施
錠や開錠の操作時に弾性部材（コイルスプリング１８）の付勢力に抗して左右の何れかの
方向に移動する左右移動材に相当する部材は必要である。また、筐体１０の框が本実施例
のように薄い構造の家具に限らず、従来のように幅の広いものであっても、施錠ブロック
部が特定抽斗に設けられていればよい。家具としては、ワゴンではなく、設置型のキャビ
ネット等でもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明は、抽斗を有するワゴンやキャビネット等の家具に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１は本発明に係る家具の例としてのワゴン型の３段キャビネットの正面図であ
る。
【図２】図２は抽斗後部に装着した付勢機構の模式的な平面図である。
【図３】図３は抽斗前部の縦断面図である。
【図４】図４はラッチ機構の要部斜視図である。
【図５】図５は施錠装置の施錠ブロック部近くの拡大正面図である。
【図６】図６は図１の矢視線Ｆ－Ｆによる拡大断面図である。
【図７】図７は弾力性サイド部品の図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　　　　　　　　　　　筐体
　１２　　　　　　　　　　　施錠ブロック部
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　１６　　　　　　　　　　　左右移動板部材
　２０，４０，６０　　　　　抽斗
　２４　　　　　　　　　　　プッシュ式引手
　３４　　　　　　　　　　　ラッチ部品
　３６　　　　　　　　　　　ラッチ掛具
　３７　　　　　　　　　　　鍵棒受け
　４０　　　　　　　　　　　鍵棒
　４４　　　　　　　　　　　鍵板
　５０　　　　　　　　　　　弾力性サイド部品

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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